
 

船舶インシデント調査報告書 

令和６年１０月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（燃料供給不能） 

発生日時 令和６年４月１６日 １７時００分ごろ 

発生場所 沖縄県宮古島市池間漁港北東方沖 

 池間島灯台から真方位０６１°３８.０海里付近 

 （概位 北緯２５°１４.９′ 東経１２５°５０.２′） 

インシデントの概要 漁船大新
たいしん

丸
まる

は、錨泊中、主機が始動できなくなり、運航不能となっ

た。 

インシデント調査の経過 令和６年４月２３日、主管調査官（那覇事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 大新丸、６.６トン 

 ＯＮ２－０６４０（漁船登録番号）、個人所有 

 第２９６－１３２２３号（船舶検査済票の番号） 

 ディーゼル機関、船内機、４サイクル、出力２２０.６kＷ、回転数

毎分２，２００、６気筒、ボア１１７.８mm、使用燃料Ａ重油、機

関製造年月不詳、昭和５９年７月進水 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東北東、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約１.５ｍ、潮汐 下げ潮の中央期 

 インシデントの経過  本船は、船長が１人で乗り組み、一本釣り漁の目的で、令和６年４

月１６日０８時ごろ池間漁港を出港し、同漁港北東方沖の漁場におい

て錨泊して漁を行い、１７時ごろ、漁場を移動しようと主機を始動し

たが、「ファファ」と異音を発して始動することができなかった。 

船長は、主機燃料油配管系統を確認したところ、燃料フィルターが

目詰まりを起こしていたので、同フィルターケーシングを外して燃料

ポンプを起動した際、燃料油タンクに溜
た

まったゴミ（以下「スラッ

ジ」という。）が混入しているのを認めた。 

船長は、燃料フィルターの清掃及び燃料油タンクの水抜き作業を行

えば主機を始動できると思ったが、足が悪く、同作業を行うことは困

難であったので、航行を断念して救援を待つことにした。 

 本船が所属する漁業協同組合の組合長（以下｢組合長｣という。）

は、船長が帰港予定時刻になっても帰らないので海上保安庁に通報

し、本船は、１８日１２時０５分ごろ、来援した巡視船に池間漁港沖

合までえい
．．

航され、同漁港沖合で僚船に引き渡されて同漁港に係留さ

れた。 



 

船長は、帰港予定時刻の翌１７日１５時ごろになっても帰らなけれ

ば、組合長が心配して海上保安庁に救助を要請するものと思ってい

た。 

船長は、本インシデント後、主機の燃料フィルターの交換及び燃料

油タンクの清掃作業を業者に依頼した。 

 本船は、以前、主機のクランクシャフトの焼付きを起こして主機の

換装をしていた。 

 本船は、１か月に約４０時間主機の運転を行っており、燃料フィル

ターは定期的に交換していたが、主機換装後約５年間、燃料油タンク

の清掃を一度も行っていなかった。 

船長は、航行中、燃料油タンク底部に溜まったスラッジが、燃料油

と共に吸い込まれ、燃料フィルターが詰まって主機の始動ができなく

なったと本インシデント後に思った。 

船長は、本インシデント時、救命胴衣を着用していた。 

分析 本船は、約５年間燃料油タンクの清掃作業が実施されていない中、

漁場を移動する目的で主機を始動した際、燃料油タンク底部に溜まっ

たスラッジが燃料油取出口から燃料油系統の中に入って燃料フィル

ターが詰まったことから、燃料油が供給されず、主機の始動ができな

くなったことにより、運航不能となったものと考えられる。 

原因  本インシデントは、本船が、漁場を移動する目的で主機を始動した

際、燃料油タンク底部に溜まったスラッジが燃料フィルターに詰まっ

たため、燃料油が供給されず、主機の始動ができなくなったことによ

り発生したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、燃料油タンクの点検及び清掃について、定期的に機関整

備業者に依頼すること。 

 


